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29.腕鍵潜潤建立締錨に対する温熱

併用披射繰療法の初期経験

群態大学態学部放射織腹立学教議室

桜井獲得 1 思111和襲撃三五機紀夫

中山{長子、議熔弘.iE.那須佐知子

石JfI 仁、山JlI通路事長谷川正後

秋ヲ討委失，新部英鍔

，骨持設j鞠関をギ有l‘?する腕嘉鶴を授i瀦関話型立非r小jト、誕純aJ胞抱

締4端藷に対する滋熱f鉢芹煎放射

}期弱知}成記級について報替告fすJるら. 対換は温熱

併期政射線操訟を行った.w舗で，過

去の紋射練単独例 13例と比較検討し

た.放射線療法の総線裁は (m~"'1OGy

で.i龍熱療法は照射期間中2--4随

行った.治機後の2年総生イfJ字はi温熱

鮮 44.4%.照射単強群 15.4%， 2年局所

非再発生存率は議熱群7fU%.照射単

独若手 l6.9%であった.i視授をの併mによ
り，腕合併t:il{j工増加しなかった。腕盤

投綿製非/J、絡線路癒;こ立すし滋熱詐用紋

射線立療法は， }βHW制鈎事のfUJ..t.~こ待与
する可能性が示唆された.


